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九
鬼
教
授
の
逝
去

　
木
會
委
員
文
學
部
誓
學
科
数
授
早
昼
博
士
九
鬼
鰻
筒
氏
は

四
月
十
臼
以
簾
　
京
都
府
立
馨
…
科
大
雪
病
院
に
入
院
加
療
中
・
の

と
こ
ろ
、
病
勢
あ
ら
九
ま
り
五
月
六
日
午
後
十
【
時
五
十
分

爪逐

ﾉ
逝
土
A
せ
ら
る
。
一
同
八
n
口
密
葬
を
絡
へ
、
十
・
｝
日
午
後
二

蒔
よ
り
三
時
ま
で
鹿
ケ
谷
法
然
院
に
於
て
告
別
式
を
行
ふ
。

博
士
の
明
徹
猫
慈
の
論
究
に
は
叢
々
期
待
せ
ら
る
L
竜
の
多

か
り
し
に
、
遽
に
白
玉
楼
中
の
入
と
な
ら
れ
し
こ
と
痛
惜
に

堪
へ
す
。
こ
》
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
。

報

　
　
故
九
鬼
博
士
略
歴
並
業
績

明
漕
二
十
…
年
二
帰
十
五
呂
　
策
京
市
老
礁
芝
公
郷
十
四
號
十
九
番
地

　
に
生
る
。

　岡昭岡岡岡同工　　同同阿大同河畔詞開

餐墾蓋志三軒衷建翌斐
嘉箭＋竺九篇柔＋七難九釜，、墾
：吐年耳月耳月帰耳墨マ月　月月月月月月月

策
京
高
等
師
範
學
校
附
贋
ゆ
學
校
卒
業
。

第
一
高
等
學
校
入
學
。

卒
業
。

東
京
帝
鋤
大
學
文
科
大
學
入
學
。

卒
業
。

黙
京
帯
國
大
學
大
學
院
入
學
。

退
學
。

文
勢
省
囑
託
。

鰍
羅
肥
田
し
へ
遊
墨
。
猫
逸
ハ
ノ
ふ
ア
ル
ベ
ル
ク
、

フ
ラ

　
　
　
　
マ
茎
ル
ブ
ル
ビ
諸
大
墨
f
及
び
佛
瓢
蘭
預
巴
里
ソ
ル
ボ
ン
ヌ

大
藥
・
に
て
哲
墨
研
究
。「

巴
帰
心
景
」
難
名
S
・
K
（
明
星
）

「
巴
黒
小
曲
」
s
・
K
（
明
慶
）

「
巴
黒
の
窓
」
S
・
K
（
明
星
）

「
巴
黒
心
景
」
S
・
K
（
明
星
）

「
巴
錐
の
疲
山
口
」
瓢
略
名
、
小
森
鹿
三
（
明
星
）

「
破
片
」
小
森
鹿
三
（
明
星
）

湯
周
○
娼
O
い
⑳
二
冠
一
〇
酢
O
彰
℃
ω
。
℃
簿
冠
…
ψ
贈
剛
り
い
G
Q
㎏
こ
れ
の

唄
九
二
八
年
八
見
十
一
臼
及
び
十
七
属
、
℃
9
属
蒔
澤
鳩
に
於

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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哲
學
研
究
　
第
三
百
三
號

　
て
な
さ
れ
た
講
演
、
　
H
9
謬
○
甑
O
づ
鳥
生
山
。
ヨ
唱
し
a
舞
犀
同
①
℃
諏
鴇
ω
霞

　
丑
日
。
ぎ
嚇
ご
。
拶
。
ユ
魯
叶
’
及
び
ピ
．
目
腐
お
鴇
閂
。
⇒
山
の
一
、
冒
訪
三
登
蕊

　
一
、
9
吋
帥
〕
ρ
郊
0
5
ρ
噌
q
晦
よ
り
成
る
。
　
こ
の
二
講
演
は
▲
q
o
同
肖
。
自
。
℃
o
離
貯
⇔
∩
o

　
紆
囲
ゴ
紘
。
ψ
唱
。
穀
鮮
く
②
凶
蝕
α
．
≧
鴛
㌣
｝
ノ
．
三
6
6
鯵
に
搬
表
せ
ら

　
れ
、
久
】
ビ
国
鴇
℃
門
。
匂
。
覧
◎
コ
は
∩
己
凶
①
擁
画
。
一
、
黛
。
嬬
。
・
回
即
類
く
冨
轡
－

家
望
の
二
ゆ
δ
・
に
も
掲
載
せ
ら
れ
た
。
な
ほ
封
量
6
φ
黛

　
峠
。
ヨ
℃
切
に
就
て
は
「
蒐
洋
約
時
聞
に
つ
い
て
」
瀦
久
儒
章
諜
、
（
欄
騨
學

　
研
究
、
昭
和
十
山
年
十
ご
月
詣
　
）
が
あ
る
。

尚
　
十
二
月
　
「
鵬
。
お
。
・
◎
訪
蝕
｝
愚
。
ど
（
ピ
。
ω
ズ
。
蓑
魚
ざ
ω
江
琢
「
巴
－

　
塔
u
晦
．
同
い
．
O
へ
8
鑓
げ
器
お
り
Q
◎
■
）

岡
　
四
年
…
月

嗣
　
　
　
瀬
耳

嗣
　
　
　
五
月

岡
五
年
…
、
二
月

簡
　
　
一
　
一
月
二
臼

鎌
朝
。

京
都
帝
餌
大
鎌
文
學
部
講
師
を
囎
託
せ
ら
る
。

「
晴
間
の
問
題
」
（
哲
學
艦
価
陶
）

「
い
き
の
臨
構
蕪
凪
」
（
思
想
）

「
佛
蒲
隅
西
門
揖
墨
・
の
特
徴
」
（
n
P
噌
津
田
α
『
O
切
　
㎎
恥
鐸
へ
回
帥
ご
置

　
畠
。
膏
覧
ゑ
。
。
。
o
℃
三
〇
坤
田
ρ
饗
σ
o
・
關
酉
巳
佛
學
館
講
演
第
七
號
）
講

　
演
、

圓
　
　
　
三
月
　
「
押
韻
に
つ
い
て
し
聖
運
、
小
灘
鹿
三
（
冬
野
）

口
写
　
　
十
一
月
　
『
い
蚤
、
の
撫
欄
玉
込
』
出
胤
波
轟
辮
一
槍
｛
肯
。

岡
点
ハ
年
四
簿
　
　
「
形
駕
上
學
時
間
」
　
（
朝
・
氷
織
騨
・
士
還
勝
記
胆
心
哲
學
論
文

　
集
）

同
L
T
月
十
山
ハ
●
屯
｝
只
門
　
「
日
本
詩
の
乾
町
照
」
（
穴
山
朝
日
同
上
）

涌
七
扉
＋
一
型
交
配
博
士
の
學
位
を
授
け
ら
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱
○
離

石
　
　
　
　
　
　
「
形
式
と
笠
質
」
（
蟻
辮
）

同
八
年
蕊
月
任
京
都
帯
國
大
福
助
敏
狡
肢
賓
隅
諜
官
五
等

職
口
　
　
　
　
　
　
、
「
鰹
薫
仔
の
哲
心
理
・
偏
（
凱
四
丁
獣
円
座
、
哲
m
蝋
）

圃
　
　
　
　
　
四
桝
月
　
　
仙
激
從
六
位

陶
九
年
六
月
二
十
一
二
R
門
i
篇
目
・
山
夏
霞
　
　
「
夢
を
瓢
㎎
る
」
（
束
幽
門
朝
呂
鯉
獅
聞
）

難問
十

年

三十
月耳

同君同同軸
　十
　一　十
　年十月
　二二六九
　舟月田月

同
五
月
三
鍵
一
六
臼

田
凹
五
月
よ
丁
山
ハ
、
七
R
【

綱
　
　
　
六
曜

同
　
　
　
七
月

同
　
　
　
八
月

劉
　
　
　
九
月

　
界
）

同
　
　
　
十
月
　
「
鄭
琵
我
槻
太
閤
秀
吉
し
周
答
（
歴
災
公
論
）

同
十
一
鷺
二
十
玉
臼
　
「
田
本
的
膣
格
に
就
て
」
（
龍
谷
大
害
新
聞
）

同
十
厭
年
一
月
目
日
　
「
青
海
波
」
（
大
阪
朝
B
斯
聞
）

「
我
が
人
生
槻
」
（
幾
懸
）

任
京
郡
帝
國
大
鰐
敏
授
　
蕨
高
難
官
五
雑

節
學
誓
學
巣
第
四
曲
面
座
上
瓢
を
命
ぜ
ら
る
。

碑職

K押

XV
ｳ
益
【
目
貼
　
僑
撚
正
六
位

「
松
穽
」
（
大
阪
朝
雲
新
開
）

『…

�
{
然
糠
匝
の
関
門
題
』
山
属
波
蘇
賞
膚
麗
蟹
｛
灯

「
偶
妖
…
の
鋏
…
頼
…
」
（
改
逡
）

「
藍
頚
項
の
…
序
の
二
心
ひ
繊
」
（
か
く
塾
春
秋
）

　
　
「
外
來
語
研
感
」
（
東
京
朝
日
新
照
…
）

　
「
村
上
氏
の
批
詐
に
答
ふ
」
（
東
京
朝
譲
新
聞
）

「
哲
墨
私
見
」
（
瑛
想
）

［
概
…
麟
の
静
蝋
藁
燗
櫻
篇
（
瓶
史
）

「
書
聖
漫
難
」
（
文
藝
新
秋
）

「
私
に
カ
を
凱
ハ
へ
し
も
の
は
何
か
」
囲
閲
答
（
貴
業
ナ
幅
世
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同
　
　
　
二
月
　
「
日
本
的
瞥
格
」
（
思
想
）

同
　
　
　
照
月
　
「
風
流
に
關
す
る
一
考
察
」
（
俳
句
研
究
）

嶽
附
　
　
　

五
月
　
「
山
部
赤
入
短
歌
の
批
諏
圃
」
（
文
畢
）

聞
門
七
H
月
十
践
i
十
・
七
腿
　
「
一
掴
両
時
茄
代
の
蕉
友
」
（
衆
京
朝
日
新
聞
）

闘嗣同早騨
　　　　葦
　四　三二十七
　月　月月月月

「
飛
…
騨
の
大
杉
」
（
瓶
史
）

「
時
胤
履
の
感
掴
蝸
」
（
文
藻
春
秋
）

「
京
の
客
一
」
短
歌
（
交
藝
）

「
白
回
分
の
伸
田
ψ
聖
」
（
山
久
戴
舗
春
秋
）

「
巴
蕪
に
あ
り
し
頃
」
知
歌
（
新
萬
葉
集
巷
三
）

陞
肢
高
等
官
三
等
　
肢
從
五
位

「
蘇
蟹
応
槻
と
生
活
と
の
謙
…
A
眉
一
新
湘
禺
帥
菓
集
巻
二
の
感
想

－
L
（
短
歌
研
究
）

同同岡圃同同同
　　　　十
　　　　四
　　　　年ブし　ノK．　一ヒ　　藻1　二＝二　十　ヨニ

月月月月R月月

同
十
二
月
二
十
九
霞

　
（
大
阪
朝
罠
新
聞
）

同
十
五
年
＋
…
月

「
情
緒
の
系
圃
－
歌
を
手
引
と
し
て
一
」
（
中
央
公
論
）

「
人
間
學
と
は
何
か
」
（
人
開
難
講
座
）
理
想
甦
獲
行

「
驚
き
の
鋳
と
偶
然
性
」
（
哲
學
研
究
）

「
偶
然
と
驚
き
」
（
ラ
ヂ
オ
講
藏
・
講
座
）

鞭
㈱
W
凋
榊
図
及
び
申
華
民
附
國
【
へ
萬
張
を
命
ぜ
ら
る
。

轟
饗
。

鎌
朝
。
『
人
闇
と
費
存
』
（
哲
學
論
交
集
）
岩
波
書
病
獲
行

　
　
「
二
千
六
百
年
の
前
…
夜
…
嫌
人
へ
瞼
…
る
言
葉
一
」

報
コ
丈

の
形
額∫

上
學
気
文
學
概
論
　
河
禺

書
房

行

周
十
六
年
二
湾
五
臼
　
「
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
思
ひ
禺
」
（
京
大
新
聞
）
談

岡
　
三
、
四
月
　
「
岩
下
歌
一
篇
の
思
ひ
禺
」
（
カ
ト
リ
ッ
ク
研
究
）

同
　
　
　
三
月
　
「
隅
想
の
ア
ン
リ
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
」
（
理
想
）

黒
鼠
月
山
ハ
蔚
　
　
午
後
十
一
一
暗
五
よ
丁
恭
刀
逝
去
。

　
倫
N
『
交
藝
諭
』
（
山
久
薮
評
論
文
集
）
縛
か
…
石
波
戸
店
よ
り
近
刊
の
同
定
で
あ

　
る
。
ま
た
…
得
十
…
の
懸
軍
の
多
く
の
も
の
は
碑
公
刊
後
瞬
訂
正
、
加
筆
さ
れ

　
て
る
る
こ
と
を
こ
こ
に
附
記
し
て
お
く
。

鯉｝
○
践


